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卒
業
お
め
で
と
う
。

旅
立
ち
は
、
出
会
い
の
始
ま
り

希
望
と
勇
気
を
持
っ
て



●　●

会場

要所

ち
ょ
っ
ぴ
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
橋
袖

も
な
た
も

参
加
し
ま
せ
ん
が
′

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

遠
賀
ク
ラ
ブ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
婁
好
者
全
員
集
合
〃

一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
現
在
会

員
0
0
人
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

●
練
習
日
　
毎
週
水
・
土
曜
日

1
9
時
0
0
分
～
2
1
時
0
0
分

遠
賀
南
中
体
育
館

入
会
金
　
不
要

月
会
費
一
般
・
大
学
生

1
0
0
円
　
高
校
生
5
0

0
円

お
ん
が
少
年

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
、
サ
ッ
カ
ー
。

見
て
も
お
も
し
ろ
い
し
、
自
分
で
や
っ

て
も
お
も
し
ろ
い
、
こ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ

他
に
は
な
い
〃
　
そ
の
う
え
今
年
の
6

月
に
は
イ
タ
リ
ア
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

サ
ッ
カ
ー
が
行
わ
れ
る
ぞ
／
君
も
ワ
ー

ル
ド
ク
ラ
ス
の
選
手
に
な
っ
て
世
界
へ

と
び
出
そ
う
／

●
練
留
目
　
毎
週
火
・
木
曜
日

1
7
時
～
1
9
時

毎
週
土
曜
日
1
4
時
～
1
7
時

毎
週
日
曜
日
9
時
～
1
2
時

●
場
　
所
　
遠
賀
総
合
公
園
内
緑
の
広

揚

●
対
　
象
　
小
学
校
2
年
～
6
年
ま
で

の
男
女

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
l
、
5
0
0
円

（
保
険
年
間
3
0
0
円
）

●
申
込
先
　
嶋
崎
－
館
（
2
8
2
）
3

1
5
6
ま
た
は
、
直
接
練

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

体
内
に
酸
素
を
破
り
入
れ
な
が
ら
行

う
運
動
で
す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し

く
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
　
毎
週
木
曜
日
（
週
4
回
）

午
後
1
時
～
9
時
1
0
分

●
場
　
所
　
浅
木
公
民
館

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
1
、

●
申
込
み
先
　
辻
　
直
美

館
へ
2
9
3
）

●
対
　
象
　
高
校
生
以
上
の
男
女

●
申
込
先
　
別
府
　
宮
原
征
四
郎

＄

（

2

9

3

）

3

1

3

7

ま
た
は
、
直
接
会
場
へ

広
渡
校
区

卓
球
ク
ラ
ブ

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広

い
層
に
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ
と
見
直
さ
れ

て
い
る
事
球
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う。●
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日
1
9
時
5
0
分
～

●
場
　
所
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

●
対
　
象
　
小
学
生
以
上

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

年
会
費
　
小
・
中
学
生
は

無
料
、
高
校
生
以
上
は
3

6
0
0
円

●
申
込
先
　
荻
島
修
身
＄
（
2
9
3
）

0
1
1
6
ま
た
は
直
接
体

育
館
へ

初
心
者
向
け

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

嚢
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
絶
好
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
・
2
7
ニ
ス
を

治
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
も
な
た
に
ラ

ケ
ッ
ト
の
振
り
方
か
ら
ゲ
ー
ム
が
で
き

る
ま
で
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

●
練
習
日
　
5
月
8
日
関
か
ら
毎
週
火

金
曜
日
（
計
1
0
回
）
1
9
時

～
2
1
時

●
場
　
所
　
総
合
連
動
公
園
内
テ
ニ
ス

●
受
購
料
　
6
、
0
0
0
円
（
初
回
時

に
全
納
）

●
主
　
催
　
遠
賀
テ
ニ
ス
協
会

●
申
込
先
　
新
町
　
永
松
政
利

禽
（
2
9
3
）
0
8
5
4

遠
賀
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

一
度
見
に
来
て
み
ま
せ
ん
ね
。
み
ん

な
楽
し
く
購
っ
て
い
ま
す
。
初
心
者
の

人
／
体
験
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
ま
す

●
練
習
日
・
時
間
・
場
所

▽
毎
月
第
2
・
4
火
曜
日
1
0
時
～
1
2
時

第
一
武
道
場

▽
毎
月
第
2
・
4
月
曜
日
1
9
時
～
2
1
時

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

セ

ン

タ

ー

ホ

ー

ル

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
8
0
0
円

●
申
込
先
　
（
昼
）
（
2
9
3
）
3
6
0
4

（
夜
）
（
2
9
3
）
3
6
7
1

梅
田
ま
で



顕∴

社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会

田
薫
る
季
節
で
す
。
楽
し
く
ダ
ン
ス

で
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。
ス
ト
レ
ス
や

運
動
不
足
の
解
消
に
最
適
で
す
。
年
齢

制
限
は
め
り
ま
せ
ん
。
4
月
か
ら
ブ
ル

ー
ス
、
マ
ン
ボ
の
レ
ッ
ス
ン
が
始
ま
り

ます。
●
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
1
9
時
0
0
分
～

2
1
時
5
0
分

●
場
　
所
　
コ
ミ
ュ
三
ア
ィ
セ
ン
タ
ー

●
会
　
費
　
入
会
金
　
2
、
0
0
0
円

月
会
費
　
2
、
0
0
0
円

●
申
込
み
先
　
新
町
　
安
部
　
幸
子

衝

（

2

9

3

）

0

5

6

6

ま
た
は
、
直
接
会
場
へ

健
康
ア
イ
体
操

お
も
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
・
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
・
ダ
ン
ス
な
ど
を
振
り
入
れ
音
楽

に
合
わ
せ
て
楽
し
く
動
き
ま
す
。
運
動

不
足
や
ス
ト
レ
ス
、
肩
こ
り
な
ど
で
お

悩
み
の
あ
な
た
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
練
習
日
・
時
間
・
場
所

▽
毎
週
月
曜
日
1
0
時
1
5
分
～
n
時
備
分

第
一
武
道
場

▽
毎
週
火
曜
日
　
2
0
時
～
2
1
時
如
分

広
波
公
民
館

●
対
　
象
一
般
（
婦
人
）

●
会
　
費
　
入
会
金
　
1
、
5
0
0
円

月
会
費
　
1
、
5
0
0
円

●
申
込
先
　
東
和
苑
　
岩
邁
七
美
恵

衝

（

2

9

3

）

3

6

1

3

遠
賀
写
真
ク
ラ
ブ

新
緑
の
季
節
で
す
。
家
族
旅
行
や
子

供
の
成
長
を
ア
ル
バ
ム
に
残
し
ま
せ
ん

か
。
私
た
ち
は
写
真
を
楽
し
ん
で
い
る

素
人
の
集
い
で
す
。
老
若
男
女
を
問
い

ま
せ
ん
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

●
練
習
日
　
毎
月
第
1
・
3
土
曜
日

午
前
m
時
～
1
2
時

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
ク
ラ
ブ
窒

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
2
、
0
0
0
円

●
申
込
み
先
　
山
崎
　
昭

＄

（

2

9

3

）

3

9

8

1

手
あ
み
教
室

樺
針
あ
み
、
か
ぎ
針
あ
み
、
ア
フ
ガ

ン
あ
み
て
楽
し
い
作
品
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
9
　
美
し
い
シ
ル
エ
ッ
ト
を
作

る
製
図
と
技
法
を
指
導
し
ま
す
。

●
練
習
日
　
毎
週
金
曜
日
（
月
4
回
）

1
0
時
～
1
2
時

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
l
、
8
0
0
円

●
申
込
先
　
若
松
　
長
谷
幸
子

館
（
2
9
3
）
4
2
0
9

遠
賀
太
鼓
の
会

青
少
年
健
全
育
成
と
郷
土
芸
能
と
し

て
残
る
太
鼓
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す。●
練
習
日
・
毎
週
木
曜
日
柳
時
～
（
大

人
の
み
）

・
毎
週
日
曜
日
柳
時
～
（
大

人
・
子
ど
も
）

●
場
　
所
　
浅
木
小
学
校
第
二
武
道
場

●
対
∴
亀
　
小
学
生
以
上

●
申
込
先
　
三
好
徳
博
＄
（
2
9
3
）

1
1
6
8
ま
た
は
安
藤
芳

文
節
（
2
9
3
）
0
0
7
0

居
合
道
同
好
会

古
武
道
の
居
合
道
を
通
じ
て
心
身
を

錬
塵
し
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
　
毎
週
土
曜
日
1
3
時
～
1
5
時

●
場
　
所
　
第
一
武
道
場

●
対
　
象
　
高
校
生
以
上
、
高
齢
者
も

大
歓
迎
で
す

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
5
0
0
円

●
申
込
み
先
　
面
接
、
練
習
会
場
で
申

し
込
み
も
で
き
ま
す
。

天
野
　
孝
彦

範

（

2

9

3

）

3

9

4

1

中
田
　
和
居

館

（

2

9

3

）

4

1

4

5

畜
風
流
吟
的
会

詩
吟
教
室

詩
吟
を
通
じ
て
知
る
先
人
の
式
、
胡

筋
を
通
じ
て
知
る
万
葉
の
昔
、
吟
顔
で

礼
節
を
知
り
人
世
を
学
ぶ
、
ス
ト
レ
ス

解
消
に
役
立
ち
膜
か
ら
声
を
出
す
、
よ

り
良
い
健
原
法
で
す
。
仲
間
入
り
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
練
習
日
　
毎
週
月
曜
日

午
後
1
時
0
0
分
～

●
場
　
所
　
東
和
苑
紳
I
n
石
井
宅

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
2
、
5
0
0
円

●
申
込
先
　
東
和
苑
　
石
井
節
子

＄

（

2

9

3

）

4

5

1

3

遠
賀
俳
友
句
会

俳
句
は
自
分
を
主
張
す
る
五
・
七
・

五
で
す
。
暇
つ
ぶ
し
に
と
軽
い
気
持
ち

で
結
構
で
す
。
お
軍
歴
く
だ
さ
い
。

●
練
習
日
　
毎
月
第
1
・
3
金
曜
日

1
3
時
～
1
5
時

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
5
0
0
円

●
申
込
先
　
浅
木
　
玉
野
信
老

館

（

2

9

3

）

1

1

0

1

遠
賀
町
菊
友
会

萄
友
会
で
は
、
平
成
2
年
度
新
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
秋
の
菊
花
展
示

会
を
目
指
し
て
菊
作
り
に
励
み
ま
せ
ん

か
？
経
験
や
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
初

心
者
大
歓
迎
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

●
購
習
目
　
毎
月
第
1
日
曜
日

1
3
時
～
鳩
時

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

年
会
費
　
4
、
5
0
0
円

●
申
込
先
　
浅
木
　
松
本
　
実

館

へ

2

9

3

）

1

8

8

9

ま
た
は
、
面
接
会
場
へ

遠
賀
町
剣
道
連
盟

小
学
校
一
年
生
以
上
な
ら
だ
れ
で
も

入
会
で
き
ま
す
。
女
子
も
大
歓
迎
〃

さ
あ
、
今
日
か
ら
あ
な
た
も
ぱ
く
た

ち
と
－
緒
に
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か

【
遠
賀
教
室
（
現
在
の
会
貝
0
0
人
）
】

●
璃
新
・
練
習
日
・
時
間

▽
第
一
武
道
場
（
中
央
公
民
館
横
）

毎
週
月
・
金
曜
日
1
8
時
～
1
9
時
5
0
分

▽
遠
賀
南
中
学
校
武
道
場

毎
週
水
・
土
曜
日
1
8
時
～
1
9
時
5
0
分

▽
島
門
小
学
校
体
育
館

毎
週
水
・
土
曜
日
1
8
時
～
1
9
時
0
0
分

●
申
込
み
先
　
4
月
1
6
日
㈲
1
8
時
よ
り

第
一
武
道
場
の
練
習
日
に
直
接
お
菜

し
く
だ
さ
い

●
間
合
免
　
訴
町
　
富
永
初
次
郎

＄

（

2

9

3

）

0

5

9

6

【
広
渡
教
室
（
現
在
の
会
員
5
0
人
）
】

●
場
所
・
練
習
日
・
時
間

▽
広
渡
小
学
校
体
育
館

毎
週
火
・
金
曜
日
1
8
時
～
1
9
時
5
0
分

●
申
込
み
先
　
4
月
1
7
日
的
1
8
時
よ
り

練
習
日
に
直
接
会
場
へ
お
来
し
く
だ

さ
い

●
間
合
先
　
別
府
　
吉
田
清
司

舘

（

2

9

3

）

2

9

6

1

※
な
お
、
入
会
金
は
無
料
で
月
会
費
は

申
し
込
み
時
に
説
明
し
ま
す
。



瓜生新明くん

夫婦で子育て

平成元年3月18日生

藁艶）長男
（上別府670番地）

こん（こちは！

みんなぼくの事お
となしくて手がかか
らない親孝行？なん
て看っているけれど，
期待をうらきってい
いものか今、考えて
いるところなん1さ。
早くアンヨできると
いいナァ　o

舛添香織ちゃん
平成元年5月3日生

揺孝託）長女
（若松2370）

はじめまして、香
織です。

みんなから男の子
にまちかえられるけ
と∴　れっきとした女
の子よ。
今　秋いたずらが

大好き。お母さんの

護篭岩岳＿　＿＿な
るようになって、お
外を探検したLlなあ。

ジ

ロ

と

盛
事
の
中
や
駅
の
ホ

ー
ム
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
人
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
分
白
身
の

こ
と
や
子
供
の
し
っ
げ

を
考
え
る
の
に
も
い
い

機
会
で
す
。
あ
ま
り
ジ

一
人
の
人
を
見
る
の
は
礼
を

三
人
ず
つ
、
計
七
人
が
座
れ
る
も
の
も

あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
配
慮
も
あ
ま
り

役
に
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

次
の
駅
で
降
り
る
の
で
も
な
い
の

に
、
入
口
付
近
に
立
っ
て
い
て
乗
り
降

り
の
客
の
じ
ゃ
ま
に
な
っ
て
い
る
の
に

気
が
つ
か
な
い
人
も
い
ま
す
。
気
配
り

の
乏
し
い
、
感
受
鮭
の
に
ぷ
い
人
で
す
。

り
し
な
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
、
迷
惑

を
か
け
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

に
何
何
方
面
と
明
記
し
て
あ
る
の
に
、

何
々
行
き
は
ど
っ
ち
で
す
か
と
聞
く
人

も
い
ま
す
。
依
存
性
が
強
く
、
だ
れ
か

と
一
緒
で
な
い
と
行
動
で
き
な
い
人
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
障
害
の
た
め
な

ら
ば
別
で
す
が
、
自
分
で
表
示
を
み
て

失
す
る
こ
と
で
す
が
、
実
に
多
様
な
人

が
い
る
も
の
で
す
。

座
席
の
右
側
に
も
左
側
に
も
す
き
間

が
あ
っ
て
、
自
分
が
ど
ち
ら
か
に
動
け

ば
、
前
に
立
っ
て
い
る
人
が
座
れ
る
の

に
、
そ
の
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
人
が

い
ま
す
。
荷
物
を
ひ
ざ
の
上
、
あ
る
い

は
網
棚
に
直
か
な
い
で
、
自
分
の
ね
ぎ

に
置
い
て
平
然
と
し
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
こ
の
ご
ろ
の
宙
串
の
座
席
に
は
、

中
央
の
シ
ー
ト
の
色
が
変
え
て
あ
っ

て
、
そ
こ
に
一
人
が
座
れ
ば
右
と
左
に

自
分
で
判
断
す
る
と
い

電
車
の
中
の
人
間
像
　
彊
葬
講

も
の
で
す
。
車
内
で
大

混
ん
で
い
る
と
き
、
二
人
分
の
つ
り
革

を
独
占
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
馬
車

の
最
後
部
か
ら
乗
っ
て
、
込
ん
で
い
る

車
内
を
か
き
わ
け
て
、
前
の
ほ
う
に
移

動
す
る
人
も
い
ま
す
。

駅
の
階
段
な
ど
の
狭
い
と
こ
ろ
は
、

前
の
人
と
同
じ
歩
調
で
歩
く
べ
き
で
す

が
、
三
人
ぐ
ら
い
が
並
ん
で
お
し
ゃ
べ

き
な
声
で
話
し
、
笑
う
人
も
ま
わ
り
の

人
に
不
快
感
を
与
え
ろ
こ
と
が
多
い
の

です。車
内
や
ホ
ー
ム
で
の
礼
儀
、
こ
れ
は

他
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
不
快
感
を
与

え
た
り
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

穀
が
子
供
に
モ
デ
ル
を
示
し
て
教
え
て

い
く
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
。

／
お
ん
が
短
婆
畜
シ

河
申
　
輯
菖
選

吉
野
ヶ
里
と
う
ま
は
ろ
ば
に
春
の
日
を

あ
ま
ね
く
浴
び
て
卑
弥
呼
を
想
う

高
崎
　
咲
江

比
の
道
に
信
号
灯
の
つ
き
し
朝
学
童
わ

た
る
固
さ
面
な
し
　
　
　
木
原
イ
ノ
エ

逆
縁
の
悲
し
み
醇
む
る
こ
の
友
に
か
け

ろ
言
葉
を
さ
が
し
て
お
り
ぬ柴

田
　
　
房

果
て
し
な
さ
空
に
昼
月
た
だ
一
つ
拠
り

所
な
き
げ
に
浮
か
び
て
い
た
り

一
日
　
房
子

騒
音
の
中
に
馨
せ
る
友
の
家
に
者
達
ば

ん
と
土
筆
も
ち
ゆ
く
　
　
　
井
口
紀
子

計
麗
容
会
計

池
田
　
幸
利
選

葉
牡
丹
の
そ
こ
だ
け
高
く
雪
つ
も
ろ

三
村
　
妙
子

節
替
り
明
治
の
家
の
太
柱

徳
永
小
代
子

春
一
番
も
ぐ
ら
お
ど
し
の
風
車
か
な

小
野
多
恵
子

孫
と
行
く
ポ
ス
ト
の
達
し
い
ぬ
ふ
ぐ
り

徳
永
　
街
治

冬
こ
も
る
こ
と
に
狩
れ
て
は
鍬
回
し

柴
田
と
も
子

回
国
n
R
南
田
園

山
林
資
源
を
山
火
事
か
ら
守
ろ
う

春
は
、
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
が
野
山
に

新
緑
を
求
め
入
山
し
ま
す
。

ま
た
、
空
気
が
乾
燥
し
、
山
火
事
が
起

り
や
す
く
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や
野

焼
き
の
不
始
末
に
よ
り
貴
重
は
山
林
資

源
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
火
事
が
発
生
す
る
と
、
発
見
が
遅

れ
、
ま
た
消
火
活
動
が
困
難
を
極
め
、

大
規
模
に
燃
え
広
ろ
が
り
ま
す
。

次
の
様
な
こ
と
に
注
意
し
て
、
山
林

資
源
を
山
火
事
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
燃
や
す
の
は
日
の
出
か
ら
日
没
ま

で
の
間
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

二
、
強
風
時
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る

時
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

三
、
ま
わ
り
を
片
付
け
て
か
ら
行
い
ま

し
ょ
う
。

四
、
消
火
の
準
備
を
し
て
そ
の
場
を
離

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

五
、
野
焼
き
が
終
了
し
た
ら
残
火
の
な

い
よ
う
完
全
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
・
殺
意
件
数
（
1
月
～
2
月
ま
で
）
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横山大観〈雲去来〉（右隻）

細川設立コレクション名品展
へのお誘い

今回の文化ふれあい事業は、4月5日から熊本県立美術館で開催さ

れています「細川護立コレクション名品展」の鑑賞会ツアーです。

日本を代表する見識家、細川護立、は、生前、私財を投じて美術の

振興に力を注ぎ、多数の美術品を収集し、多くの識者に、護立コレク

ション、としで高く評価されてきました。

この名品展には、横山大観、菱田春草、宮本武蔵をはじめ、日本美

術（古美術、近現代美術）の精華と中国の美術工芸など重要文化財6

点を含む70点余が初公開されています。

みなさん待望の名品展にぜひご参加ください。

宮本武蔵〈掛図〉重要文化財

「－、ぅ・＼

∵∴∴　声㌢ �．∴－ ∴： 

iナ一 点が皐∴ir ∴＼∴∴∴ �醜 �∴皇 i＼さ 

∴子 ‾「！ � 

＿巡遊＿＿ � 
安井曾太郎〈樹蔭〉

『
主
上
巨
富
唇
は
旺
田
上
－

規
定
の
料
金
を
添
え
て
遠
賀
町
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
（
℡
2
9
3
－
1
2
3

4
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時

●
行
　
先

●
料
　
金

●
交
通
手
段

●
募
集
人
員

●
募
集
期
間

●
日
　
程

●
申
込
み
・

5
月
2
日
（
水
）
午
前
8
時
1
5
分

役
場
前
集
合

熊
本
県
立
美
術
館
・
水
前
寺
公

園〇
一
般
　
　
五
二
〇
円

○
高
・
大
生
　
三
〇
〇
円

○
小
・
中
生
　
一
五
〇
円

貸
切
バ
ス

00人
4
月
日
日
（
水
）

～
4
月
2
5
日
（
水
）

役
場
出
発
（
8
時
5
0
分
）
　
－
　
熊

本
県
立
美
術
館
・
水
前
寺
公
園

－
　
役
場
帰
着
（
1
8
時
）
予
定

問
い
合
わ
せ



曇輩墨輩輩
●　●

内地

容新

●　●　●　●

機；責鳩　目

師H所持

〆

国
頭
。
岡
垣

遠
賀
・
中
間
地
区

老
人
大
学
講
座

●
期
　
間
　
5
月
0
0
日
～
1
0
月
独
白
迄

毎
週
水
曜
日
（
合
計
郷
国
）

岡
垣
町
中
央
公
民
館

教
蕊
コ
ー
ス
（
午
前
）

選
択
コ
ー
ス
　
（
午
後
）

・
陶
芸
・
書
道
・
水
墨
画

・
健
康
づ
く
り
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
∋
　
ン

●
締
切
日
　
5
月
1
4
日
（
月
）

●
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

郷
士
文
化
研
究
会

「
歴
史
講
演
会
」

4
月
2
1
日
出
1
3
時
5
0
分
～

中
央
公
民
館
和
室

「
北
九
州
の
古
城
」

日
本
城
郭
研
究
会

広
袴
∴
篤
夫
氏

婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

技
術
講
習
会

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑

豊
支
所
で
は
、
就
業
を
希
望
さ
れ
る
家

庭
の
婦
人
を
対
象
に
次
の
と
お
り
離
習

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

人
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
科
目
）
販
売
事
務
・
手
描
き
P
O
P

●
定
員
）
0
0
人
程
度
●
期
間
）
平
成
2

年
6
月
5
日
か
ら
7
月
柳
田
ま
で
の
2
1

日
間
（
毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
）
●
愛

着
時
間
）
午
前
的
時
か
ら
午
後
4
時
ま

で
の
一
日
5
時
間
●
愛
機
料
）
無
料

但
し
教
材
費
受
識
者
負
担
●
会
場
）
北

九
州
市
門
司
区
下
馬
寄
6
番
8
号
、
北

九
州
市
立
東
部
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
●

申
込
期
間
）
平
成
2
年
5
月
7
日
～
8

日
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
●
申
込

方
法
）
邁
話
で
申
し
込
み
、
面
接
日
を

指
定
し
面
接
後
選
考
●
申
込
み
・
向
い

合
せ
先
）
福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン

タ
ー
筑
豊
支
所
衝
0
9
4
8
へ
2
3
）

4
1
－
3
6

し
な
や
か
に
女
と
男
の
当
然

－
地
域
で
、
家
庭
で
、
職
場
で
－

●
着
飾
　
基
調
講
演
「
法
の
花
心
」

湯
川
久
子
（
弁
護
士
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
西
喜
代
美
（
日
本
有
職
婦
人
ク
ラ
ブ

全
国
連
合
会
福
岡
ク
ラ
ブ
副
会
長
）

・
入
江
妙
子
（
県
生
活
政
審
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
幹
事
）

・
斎
藤
文
男
（
九
州
大
学
教
養
部
教
授
）

・
細
密
昌
子
（
R
K
B
毎
日
放
送
報
道

部
報
道
記
者
）

●
目
前
　
平
成
2
年
4
月
鮪
日
㈱

1
3
時
か
ら
1
5
時

●
場
所
　
も
も
ち
パ
レ
ス
・
大
ホ
ー
ル

●
定
員
　
8
0
0
人
（
男
女
問
わ
ず
）

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
方
法
　
4
月
1
8
日
伽
ま
で
に
申

込
票
に
記
入
の
上

福
岡
市
博
多
区
東
公
図
7
の
7

福
岡
県
婦
人
対
策
課
（
＄
0
9
2
－

6
4
1
－
4
7
3
7
）
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
票
は
遠
賀
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

●
期
　
日
　
平
成
2
年
8
月
鉛
白
～
9

月
6
日
（
1
2
日
間
）

●
対
象
者
　
平
成
2
年
4
月
1
日
現
在

涌
約
歳
以
上
幻
歳
以
下
の

日
本
国
籍
を
有
す
る
人
。

●
甑
同
国
　
中
国
（
北
京
・
天
津
・
大

連）

●
真
筆
人
員
一
般
団
員
偶
人

（
男
2
2
人
・
女
認
人
）

〔
九
州
全
県
よ
り
総
参
加
数
4
1
9
人
〕

●
員
担
金
　
7
3
、
0
0
0
円

●
募
集
期
間
　
平
成
2
年
4
月
2
日
～

5
月
1
5
日

申
し
込
み
用
紙
は
遠
賀
町
教
育
委
貝

会
社
会
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

※
な
お
、
終
了
後
、
総
会
を
開
き
ま
す

の
で
、
郷
土
文
化
研
究
会
へ
の
入
会
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
当
日
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
会
費
は
年
間
2
、
0
0
0

円
で
す
。

●
間
合
先
　
郷
土
文
化
研
究
会

水
口
宙
（
2
9
3
）
1
5

3
9

婦
人
週
間
記
念
行
事

「
婦
人
問
題
を
考
え
る

福
岡
の
つ
と
い
」

女
性
の
能
力
や
役
割
に
つ
い
て
固
定

的
な
考
え
方
を
見
直
そ
う
。

●
テ
ー
マ

平
成
2
年
度
日
中
友
好

「
九
州
青
年
の
船
」

中
国
参
観
活
動
や
日
中
の
帝
年
と
の

交
流
を
通
じ
得
た
知
識
や
感
動
を
、
自

分
の
職
場
や
地
域
活
動
の
原
動
力
と
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室

の
参
加
者
募
集

総
合
運
動
公
園
の
緑
の
広
場
で
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
を
3
回
コ
ー
ス
で

行
い
ま
す
。

初
心
者
の
人
、
歓
迎
し
ま
す
。

●
目
　
時
　
4
月
2
2
日
（
日
）

5
月
6
日
（
日
）

6
月
1
0
日
（
日
）

い
ず
れ
も
m
時
～
1
2
時

1
日
だ
け
の
出
席
も
可

●
申
込
み
方
法

3
月
鮪
日
号
折
込
み
の
申
込
み
用
紙

に
記
入
の
上
左
記
ま
で

●
申
込
み
先

遠
賀
コ
ミ
ュ
ー
ー
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

遠
賀
町
教
育
委
員
会

＄
2
9
3
－
6
5
2
5



●運転免許手数料改定表

種別／区分 ��漫石頭 �改定額 �種別／区分 ���現行穎 �改定額籍 

試 験 手 数 料 �第1・2種免許（除 �2，000 �2，100 �免許証更新手数料 ���2，400 �2，500 限定解除審査手数料 ���1，600 �1，800 

普遍第1稿免許 �1，600 �1．700 

講 習 手 数 料 �処分者 請∴習 �短∴期 �3，600 �4，200（6） 1，200 �1，300 

中　期 �6，000 �7，000（10） 

仮　免　許 �1，700 �1．800 
長　期 �7，200 �8，400（12） 

貸車両（除普1） �720 �改定 なし 

指定校 職員 講習 �検定員 �9，600 �改定なし（16） 
貸車両（普1） �820 �改定 なし 

副管理 指導員 �7．200 �改定なし（12） 

1，400 �1，500 

2．500 �2，600 �初心運転音講習 ���1，800 �改定なし（3） 

800 �900 �安全運転管理者講習 ���3，600 �改定なし（6） 

800 �900 � ���1，900 �2日00 

注目施石期日は平成2年4月1日

2．（）肉の数字は講習時間を示す。

’90年度

生涯能力開発給付金制度

説明会のご案内
八幡技能開発センターでは、今年度も次の日程で、生

涯能力銅発給付金制度の説明会を実施します。
この制度は、最近の企業を取り巻く厳しい環境の中で

従業員の人材育成に努めておられる事業所や労働者のた
めに、研修などに要した経費の助成を行う目的でつくら
れたものです。

●説明会会場・日時等

◇戸畑以外は駐車椙が有りませんのでなるべく公的交選機関
をこ利用ください。

◇説明資料は当日会場で配布します。

◇説明会終了後．個別相談及び90年度給付金申し込み書類の
受付も致します。

皿諮習会案内q
n工芸塗装

5月7日（月）から7月27日栓）まで42日間（月・水・金）、

午後5時45分から8時15分迄実施、定員10も

♭受諾料・5，000円

中込は4月27日までに下記センターまで
りアセンブリ言語実習

6月6日－22日の月　水　金8日間、午後6時から9

時迄、定員10台

D受講料（経費）3．000円

申込は5月30日までに下記センターまで
Dシルクスクiノーン印刷

5月26日出から6月9日出まで6日間（土・日）、午

前9時から午後6時迄実施、定員10名

♭受講料・・3，000円

申込は5月18日までに下記センターまで
pグラインダー作業特別教育

5月19日出～20日（日）の2日間、午前9時から午後6時

迄、定員10名

♭受諾料（経貴）・・1，000円

申込は5月11日迄に下記センター迄

●問い合わせ先
八幡技能琵発センター（開発援助課）

℡093－641－4906

福岡職業能力開発サービスセンター
℡092－671－5918

n

お
脚
㊧
憧

●
繊
細
お
よ
び
問
合
せ
先
　
電
気
工
事

技
術
講
習
セ
ン
タ
ー
（
九
州
電
気
協
会

内
）
8
0
9
2
（
7
4
1
）
3
6
0
6

電
気
工
事
士
免
状
制
度

の
改
正
に
つ
い
て

昭
和
鎗
年
9
月
に
短
気
工
事
二
法
が

改
正
さ
れ
、
平
成
2
年
9
月
l
日
以
降

自
家
用
電
気
工
作
物
の
電
気
工
事
を
行

う
場
合
は
、
第
一
種
電
気
工
事
士
の
資

格
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
旧
電
気
工
事

士
免
状
所
持
者
等
は
、
経
過
措
置
と
し

て
、
一
定
の
要
件
を
備
え
て
お
け
ば
諮

晋
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
「
第
一
種
電

気
工
事
士
免
状
」
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
講
習
は
、
平
成
2
年
8

月
に
終
了
し
、
最
終
講
習
受
付
日
が
平

成
2
年
5
月
3
1
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

運
転
免
許
関
係
手
数
料

の
改
定
に
つ
い
て

運
転
免
許
試
験
や
免
許
更
新
を
す
る

と
き
の
手
数
料
が
今
年
の
4
月
l
白
か

ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
新
し
い
手

数
料
は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
道
路
交
通
法
の
一
都
改
正
に

よ
り
新
し
い
講
習
制
度
が
新
設
さ
れ
ま

す
。
新
設
の
講
習
手
数
料
の
施
行
は
、

今
年
の
9
月
1
日
か
ら
と
な
っ
て
い
ま

す。

役
場
職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
日
付
で
次
の
と
お
り
職
員
の

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
　
）
内
は
旧
所
属

●
企
菖
機
長
・
太
田
善
胤
（
建
設
課
長
）

●
建
設
課
長
・
泉
原
敏
行
（
企
画
課
長
）

●
綱
社
練
保
億
衛
生
係
・
関
弘
光
（
新

規
採
用
）

●
遇
職
（
3
月
3
1
日
付
）
・
泉
原
酒
秀

へ
福
祉
課
参
導
）

消
防
団
貝
の
異
動

①
退
団
者
（
2
年
3
月
3
1
日
付
）

第
3
分
団
　
団
員
一
日
孝
雄

（
勤
続
年
数
6
年
）

⑧
入
園
者
（
2
年
1
月
1
日
付
）

第
3
分
団
　
団
員
　
繁
山
和
則

（
住
所
　
浅
木
）

③
膳
級
の
異
動
（
2
年
4
月
1
日
付
）

第
2
分
団

班
長
　
若
松
菰
　
池
田
光
一

〃
∴
魚
津
班
　
信
行
宏
哉

〃
　
尾
崎
班
　
松
井
　
稔

第
3
分
団

班
長
　
老
良
粧
　
鎌
田
孝
和
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保
健
衛
生
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

℡
　
（
2
9
3
）
1
2
3
4
　
内
線
2
5
3

今
年
4
月
よ
り
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
期

日
を
左
記
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
す

の
で
、
該
当
世
帯
は
搬
出
も
左
記
期
日

に
お
願
い
し
ま
す
。
（
広
報
3
月
徳
目

号
で
は
変
更
前
の
収
集
日
を
記
載
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
左
記
の
と
お
り
に
訂

正
い
た
し
ま
す
。
）

▽
収
集
日
変
更
の
地
区
（
世
帯
）

鹿
児
島
本
線
よ
り
南
側
に
居
住
さ
れ

て
い
る
全
世
帯
。
（
木
守
、
上
別
府

若
葉
台
、
東
和
苑
、
浅
木
、
老
良
、

虫
生
津
、
東
町
、
西
町
、
芙
蓉
の
全

世
帯
。
別
府
区
の
う
ち
鹿
児
島
本
線

よ
り
南
に
居
住
さ
れ
て
い
る
世
静
が

該
当
し
ま
す
。
）

▽
薪
し
い
収
嘉
納
目

毎
月
第
3
水
曜
日
。
（
4
月
は
1
8
日

が
収
集
日
）

●
場
　
所
　
役
場
車
庫
前

●
料
　
金
　
4
、
6
2
0
円

ま
た
、
当
日
も
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方

は
、
遠
賀
郡
・
申
開
市
内
の
動
物
病
院

で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
期
　
日
　
4
月
2
3
日
（
月
）

●
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

●
場
　
所
　
役
場
保
健
室

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
受
領
の
人
は
、

印
鑑

●
内
　
容
　
産
前
産
後
の
過
ご
し
方

妊
婦
体
操
　
体
操
の
で
き

る
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い

●
料
　
金
　
無
料

各
地
区
巡
回
の
狂
犬
病
予
病
注
射
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
左
記

の
と
お
り
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
な
い

ま
す
。
飼
い
犬
へ
の
愛
情
と
し
て
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
綱
　
目
　
4
月
2
1
日
へ
土
）

●
時
　
間
　
1
0
時
～
n
時
5
0
分

●
網
　
目
・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

4
月
1
7
日
（
火
）

・
B
C
G
4
月
1
9
日
（
木
）

●
時
　
間
・
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

・
接
種
1
3
時
5
0
分
～

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
対
象
者
　
今
ま
で
一
度
も
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
検
査
と
B
C
G

を
受
け
て
い
な
い
3
カ
月

～
館
カ
月
未
満
児

●
接
麓
方
法
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
後

備
時
間
お
い
て
判
定
し
陰

撞
着
の
み
B
C
G
接
唾
を

行
い
ま
す
。

一
家
そ
ろ
っ
て
早
起
き
の
す
す
め

早
起
き
は
三
文
の
得
と
昔
か
ら
い
わ

れ
て
さ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
長
時
間

労
働
や
遠
距
離
通
勤
の
影
響
で
大
人
の

生
活
が
夜
型
に
な
る
に
つ
れ
、
子
供
も

こ
れ
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
夜
型
の
生
活
に

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

夜
テ
レ
ビ
を
遅
く
ま
で
見
る
、
塾
通

い
で
帰
宅
が
遅
い
、
夕
食
が
遅
い
、
夜

ふ
か
し
す
る
な
ど
、
夜
に
生
活
の
主
体

が
く
る
と
、
ど
う
し
て
も
朝
起
き
が
遅

く
な
り
朝
食
ぬ
さ
で
十
分
目
ざ
め
ぬ
ま

ま
登
校
と
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
朝
の

排
便
も
あ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
学
校
で
は
、
ポ
ー
と
し
て
集
中

力
が
な
く
、
一
日
の
う
ち
で
一
番
充
実

し
て
い
る
は
ず
の
午
前
中
の
時
間
帯
を

み
す
み
す
ダ
ラ
ダ
ラ
に
過
ご
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

い
わ
ゆ
る
活
動
性
に
乏
し
い
子
供
ら

し
く
な
い
子
供
が
増
え
て
き
て
い
る
原

因
の
一
つ
に
こ
の
よ
う
な
生
活
リ
ズ
ム

の
乱
れ
が
あ
り
ま
す
。

学
校
生
活
を
き
ち
ん
と
お
く
れ
る
よ

う
に
す
る
基
礎
は
ま
ず
、
早
寝
早
起
き

で
す
。
幼
児
の
場
合
、
夜
8
時
半
に
は

捜
つ
く
こ
と
、
朝
は
6
時
半
に
は
、
起

き
る
こ
と
、
し
か
も
起
こ
さ
れ
ず
に
ひ

と
り
で
目
ざ
め
、
自
ざ
め
た
後
は
爽
快

な
気
分
で
す
ご
せ
る
こ
と
が
理
想
で

す
。
起
床
時
間
か
ら
朝
食
ま
で
は
、
最

低
5
0
分
か
ら
1
時
間
し
な
い
と
お
な
か
が

十
分
空
い
て
き
ま
せ
ん
。
早
起
き
し
て
朝

食
を
し
っ
か
り
食
べ
る
と
、
自
然
に
朝
の

う
ち
に
排
便
が
あ
り
、
頭
も
お
な
か
も
す

っ
き
り
し
た
状
態
で
一
日
を
過
ご
せ
ま
す
。

大
昔
か
ら
、
生
物
の
生
体
リ
ズ
ム
は
自

然
界
の
昼
夜
の
交
代
の
リ
ズ
ム
に
対
応
し

て
き
ま
し
た
。
人
間
の
場
合
は
、
日
の
出

と
と
も
に
活
動
開
始
し
、
日
没
と
と
も
に

活
動
性
が
低
下
す
る
よ
う
に
、
自
律
神
経

や
ホ
ル
モ
ン
や
大
脳
の
働
き
が
す
で
に
で

き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
自
然
の
生
体
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
生
活
り
．
ス
ム
き
く
み
だ
て

る
こ
と
、
具
体
的
に
は
、
早
寝
早
起
き
、

規
則
正
し
い
食
生
活
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
活
動
と
休
息
が
、
健
康
な
暮
ら
し
の
基

本
で
す
。

子
供
を
早
起
き
さ
せ
る
に
は
、
ま
ず
父

親
の
協
力
が
必
要
、
た
と
え
疲
れ
て
い
て

も
的
夜
遅
く
て
も
子
供
と
一
緒
に
目
ざ
め

共
に
朝
食
を
た
べ
る
よ
う
、
努
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。


